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研究成果の概要 

本年度は主に、光場をつかって電子顕微鏡レンズの球面収差補正を補正する新技術「ポンデロモーティ

ブレンズ」の実証に向けた、装置設計・開発に係る基礎研究を実施した。本研究者はこれまで、電子ビ

ームと同軸に配置された回転対称な光ドーナツビームを用いて、電子レンズ作用および球面収差補正

の理論的・計算的な検討を行ってきたが、これは装置開発において設計上の制約が大きい構成であるこ

とが明らかとなった。そこで、電子ビームに対して垂直に配置した 2本のレーザービームを使う非回転

対称な形状のポンデロモーティブレンズを発案し、その収差特性と球面収差補正を達成するための具

体的な電子光学系の構成を提案し、学術論文にまとめた。 

また、実験研究を開始するために、電子顕微鏡装置の開発企業と、電子顕微鏡設計の専門家である東京

科学大学 三宮教授（創発北川パネル 2021年度採択者）に協力を依頼し、研究開発目標の達成に向けた

戦略的・技術的アドバイスを得る体制を構築した。今後、カナダ国立研究機構が推進する電子顕微鏡装

置のオープンソース開発計画に参画し、自作の電子顕微鏡を作製する計画である。また、連続動作する

ポンデロモーティブレンズの実現を目指して、光増強共振器開発の要素技術を取得するためのレーザ

ー実験を実施した。今後、光学装置製造企業と協力して、レーザー光学装置の設計・開発を実施する計

画である。 
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